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議会だより

避難タワー２基の建設調査・
避難路整備４ヵ所の
補正予算が決まる !!

　平成 25 年第４回定例会は、平成 25 年 12 月９日から平成 25 年 12 月 13 日ま
で５日間開催しました。
　影治町長より９月議会以降の町政の進捗状況及び今定例会に提案されている、町道
路線認定案１件、条例案２件、補正予算案５件、人事案１件について提案理由の説明
があった。

議
案
審
議

◆
議
案
第
72
号

（
一
般
会
計
補
正
予
算
）

●
防
災
費

質　
問

◆
避
難
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
、
高

さ
、
収
容
人
数
等
ど
の
よ
う

な
も
の
が
建
つ
の
か

12月定例会の概要

中村町・東町避難タワー建設調査地

答　
弁

　

一
応
場
所
的
に
こ
こ
が
い
い

と
い
う
こ
と
で
、
詳
し
く
は
こ

れ
か
ら
決
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

質　
問

◆
避
難
路
整
備
の
４
箇
所
は
ど

こ
か

答　
弁

　

西
の
地
魚
呑
、
西
由
岐
八
幡

神
社
、
東
由
岐
貴
井
神
社
、
阿

部
天
神
社
周
辺
の
避
難
路
。

質　
問

◆
赤
松
・
日
和
佐
高
校
跡
地
の

ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
の
事
故
が
心

配
だ
が
、
航
空
機
の
事
故
に

対
す
る
責
任
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
弁

　

航
空
機
が
事
故
を
起
こ
し
た

場
合
、
町
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
貸

し
て
い
る
だ
け
な
の
で
運
行
会

社
の
責
任
に
な
る
。

阿部（天神社周辺）避難路のようす

重点密集市街地
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◆ 各議員の賛否（議案採決結果） ◆
議長…◎　　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠

議　員　名

議　　案

　
中
川　
尚
毅

　
江
本　
　
昇

　
影
山　
美
雄

　
川
尻　
竹
藏

　
永
本
善
次
郎

　
丸
龍　
孝
敏

　
北
山　
朝
彦

　
向
山　
篤
宏

　
岩
瀬　
　
公

◎
坂
口　
　
進

　
寺
下　
博
子

　
新
開　
悦
博

　
舛
田　
邦
人

　
松
本　
晋
児

結　
果

町道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 認　定
地方税法の一部を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
地域の元気交付金基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
国保事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
国保阿部診療所特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
水道事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
病院事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
監査委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 承　認

※議長は賛否の意思表示をすることが出来ません。採決の結果、可否同数となった場合は議長が採決権を行使します。（過半数議決の場合）

●
総
務
費

質　
問

◆
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
分
で
、

　
秘
密
情
報
の
取
扱
い
は

答　
弁

　

情
報
漏
え
い
防
止
の
た
め
、

業
者
に
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
物
理

的
破
損
を
委
託
し
て
い
る
。

●
農
林
水
産
業
費

質　
問

◆
農
林
漁
業
体
験
施
設
整
備
事

業
の
最
終
的
な
総
事
業
費
と

維
持
運
営
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か

答　
弁

　

事
業
費
は
、
平
成
24
年
・
25

年
度
が
６
，
３
７
９
万
円
、
平

成
26
年
度
が
２
，
０
３
８
万
円

で
合
計
８
，
４
１
７
万
円
に
な

り
、
管
理
運
営
体
制
は
、
木
岐

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
対
す
る

指
定
管
理
を
想
定
し
体
制
を
検

討
し
て
い
る
。

●
建
設
費

質　
問

◆
地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
は

赤松地籍調査説明会 赤松の現場調査

答　
弁

　

平
成
25
年
か
ら
27
年
の
３
年

か
け
、
赤
松
の
新
発
谷
地
区
、

由
岐
湾
内
（
西
由
岐
・
港
町
・

西
の
地
）
の
一
部
、
日
和
佐
浦

の
一
部
、
奥
河
内
字
本
村
の
一

部
の
登
記
が
完
了
す

る
計
画
。
現
在
赤
松

は
現
地
調
査
に
入
っ

て
お
り
、
平
成
26
年

３
月
に
は
赤
松
以
外

３
地
区
の
地
元
説
明

会
を
行
う
予
定
。

◆
議
案
第
71
号

（
地
域
の
元
気
交
付

金
基
金
条
例
の
制

定
）

質　
問

◆
こ
の
基
金
の
具
体

的
使
途
は

答　
弁

　

平
成
24
年
度
は
、

農
山
村
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
を

活
用
し
木
岐
日
尻
地

区
の
体
験
施
設
に
充

当
、
平
成
25
年
度
は
、

消
防
自
動
車
・
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
整
備
に

充
当
す
る
。
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美波町立病院の建設用地取得!!

　平成 25 年第４回臨時会は、平成 25 年 12 月 18 日に開催しました。
　影治町長より病院用地の売買契約が成立したことに伴い、財産取得の議決を求めら
れた。

第４回臨時会の概要

◆ 各議員の賛否（議案採決結果） ◆
議長…◎　　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠

議　員　名

議　　案

　
中
川　
尚
毅

　
江
本　
　
昇

　
影
山　
美
雄

　
川
尻　
竹
藏

　
永
本
善
次
郎

　
丸
龍　
孝
敏

　
北
山　
朝
彦

　
向
山　
篤
宏

　
岩
瀬　
　
公

◎
坂
口　
　
進

　
寺
下　
博
子

　
新
開　
悦
博

　
舛
田　
邦
人

　
松
本　
晋
児

結　
果

財産の取得 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
※議長は賛否の意思表示をすることが出来ません。採決の結果、可否同数となった場合は議長が採決権を行使します。（過半数議決の場合）

町立美波病院建設用地取得区域

田井の浜

美波町立病院の完成イメージ図
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一
般
質
問

寺下議員向山　篤宏 議
員

質
　
問

　
美
波
町
は
、
過
疎
化
に
伴
い
、

児
童
・
生
徒
数
が
減
少
し
て
い

る
。
現
在
で
は
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
ま
た
、
地
域
の
連
携
の
下
、

少
人
数
学
級
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
、
ま
た
、
競
争
心
や
社
会

性
を
養
う
こ
と
が
難
し
い
等
と

言
わ
れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
消

す
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
の
教

育
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、

教
育
委
員
会
は
少
人
数
学
校
・

学
級
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、
学
校
統
合
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
判
断
基
準
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
寺
内
教
育
長

　

児
童
・
生
徒
数
は
こ
こ
10
年

で
約
半
数（
３
２
０
人
）と
な
っ

て
お
り
、
学
級
数
も
減
少
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で

の
指
導
が
出
来
る
よ
う
に
人
的

な
補
充
を
し
て
い
る
。
競
争
心

や
社
会
性
は
、
各
種
の
体
験
を

通
じ
て
手
厚
く
教
育
さ
れ
養
わ

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

学
校
統
合
の
基
準
は
定
め
て

い
な
い
が
、
望
ま
し
い
学
習
環

境
が
維
持
出
来
な
く
な
っ
た
時

に
取
り
組
む
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
一
般
質
問
で
は
、
教
育
問
題
・
医
療
体
制
・
ウ
ミ
ガ
メ

保
護
・
産
業
育
成
・
防
災
問
題
な
ど
、町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
５
人
の
議
員
が
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

町
費
助
教
員
を
配
置
し
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

答　弁 1
小
規
模
学
校
の
教
育
の
推
進
は

地
域
の
支
援
や
連
携
の
下
、
教
育
備
品
、
教
材
の

充
実
、
人
的
配
慮
に
も
力
を
注
ぐ
。

答　弁 2
中
高
一
貫
校
に
劣
ら
な
い
学
校
づ
く
り
は

質
　
問

　
阿
南
市
に
中
高
一
貫
校
が
開

設
さ
れ
通
学
圏
域
で
あ
る
美
波

町
か
ら
も
受
験
者
が
見
受
け
ら

れ
る
が
、
中
高
一
貫
校
の
利
点

に
劣
ら
な
い
美
波
町
立
中
学
校

に
す
る
た
め
の
施
策
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

複数教諭による英語指導のようす

●
寺
内
教
育
長

　

習
熟
度
別
学
級
や
少
人
数
に

よ
る
学
習
指
導
、
ま
た
、
地
域

の
支
援
や
連
携
な
ど
の
学
習
環

境
は
魅
力
あ
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
備

品
、
教
材
の
充
実
、
人
的
配
慮

に
も
力
を
注
ぎ
た
い
。

早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
。

答　弁 3
い
じ
め
、
不
登
校
者
の
な
い
学
校
を
目
指

　
し
て
の
取
り
組
み
は

質
　
問

　
町
立
小
中
学
校
に
お
い
て
い

じ
め
や
不
登
校
者
の
な
い
学
校

を
め
ざ
し
て
教
育
委
員
会
と
学

校
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

●
寺
内
教
育
長

　

い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
日
頃

か
ら
児
童
生
徒
へ
の
指
導
と
声

か
け
を
し
、
職
員
同
士
の
情
報

交
換
も
行
う
な
ど
、
早
期
発
見

に
努
め
、
事
案
を
把
握
し
た
時

は
職
員
全
員
で
早
期
に
対
応
し

て
い
る
。

　

不
登
校
に
つ
い
て
は
、
早
期

発
見
・
早
期
対
応
が
大
切
で
あ

り
、
常
に
不
登
校
に
繋
が
ら
な

い
よ
う
に
児
童
生
徒
の
状
況
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。
不
登
校

者
に
は
、
別
室
を
設
け
る
な
ど

登
校
援
助
を
行
っ
て
お
り
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用

も
行
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会

は
、
事
案
の
推
移
の
報
告
を
受

け
な
が
ら
相
談
を
受
け
、指
示
・

助
言
を
行
っ
て
い
る
。
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遅
く
と
も
平
成
26
年
度
の
前
半
に
は
、
検
討
に
取

り
か
か
る
。

答　弁 2
医
療
体
制
の
ソ
フ
ト
面
の
確
立
を

寺下議員寺下　博子 議
員

質
　
問

①
産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
事
業
に
つ
い
て
実
施

状
況
や
進
捗
は
。

②
阿
南
市
と
の
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
実
施
状
況

は
。

③
先
日
の
中
学
生
議
会
に
お
い

て
、
町
長
が
答
弁
さ
れ
た
３

つ
の
柱
（
地
場
産
業
の
振
興
、

Ｓ
Ｏ
等
の
企
業
誘
致
、
観
光

客
誘
致
）
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
推
進
す
る
の
か
、
新

た
な
施
策
は
あ
る
の
か
。

④
「
美
波
町
産
業
関
連
施
策
検

討
懇
話
会
」
に
は
、
女
性
メ

ン
バ
ー
が
い
な
い
。
企
画
段

階
か
ら
の
女
性
の
視
点
は
重

要
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

●
小
坂
産
業
振
興
課
長

①
有
害
鳥
獣
駆
除
奨
励
交
付
金

は
、６
，９
２
５
，５
０
０
円
。

11
月
末
ま
で
の
駆
除
状
況
は
、

猪
２
５
３
匹
、
猿
54
匹
、
鹿

６
０
８
匹
、
狸
12
匹
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
２
匹
だ
っ
た
。
日
和

佐
町
漁
協
が
実
施
す
る
予
定

の
ア
オ
リ
イ
カ
産
卵
礁
に
つ

い
て
は
実
施
時
期
を
変
え
て

３
月
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
美
波
の
海
の
恵
み
研

究
会
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

町
独
自
の
制
度
の
新
設
等
も
検
討
し
て
い
く
。

答　弁 1
持
続
可
能
な
町
を
つ
く
る
た
め
、

　
地
域
産
業
の
振
興
を

組
ん
で
い
る
ヒ
ジ
キ
の
養
殖

試
験
事
業
は
、
前
年
度
に
収

穫
し
た
ヒ
ジ
キ
の
販
路
開
拓

が
進
め
ら
れ
る
一
方
、
種
苗

確
保
の
難
し
さ
が
大
き
な
課

題
と
し
て
浮
上
し
て
き
て
い

る
。

②
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

は
、
産
業
振
興
分
野
の
み
な

ら
ず
様
々
な
分
野
に
か
か
る

た
め
、
総
務
企
画
課
長
と
相

談
し
な
が
ら
、
対
応
し
て
い

き
た
い
。

③
家
庭
菜
園
的
規
模
で
あ
っ
て

も
地
域
内
の
優
良
農
地
を
次

世
代
に
渡
し
て
い
こ
う
と
被

害
対
策
を
行
う
方
に
対
し
、

町
独
自
で
、
必
要
と
な
る
資

材
費
の
半
額
を
助
成
す
る
制

度
を
新
設
で
き
な
い
か
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
長
を
座
長
と
す

る
「
美
波
町
産
業
関
連
施
策

検
討
懇
話
会
」
を
発
足
し
、

今
後
、
活
性
化
策
や
振
興
策

な
ど
に
つ
い
て
業
種
の
垣
根

を
越
え
て
一
緒
に
考
え
て
い

く
。

④
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
　
問

①
医
師
の
確
保
に
向
け
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
情
報
を

共
有
し
連
携
を
広
げ
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
若
手
医
師

の
育
成
研
修
に
は
、
指
導
医

の
育
成
支
援
も
重
要
と
な
る

と
思
う
が
、
今
後
、
新
病
院
・

診
療
所
に
お
い
て
も
、
そ
の

よ
う
な
医
師
確
保
は
可
能
と

な
る
の
か
。

②
定
住
自
立
圏
構
想
の
中
で
、

医
師
派
遣
の
強
化
な
ど
の
支

援
は
具
体
化
し
て
く
る
の
か
。

③
病
院
、
診
療
所
の
開
院
、
医

療
保
健
セ
ン
タ
ー
の
開
設
ま

で
に
、
機
構
改
革
等
を
早
期

に
行
う
必
要
性
を
感
じ
る
が
、

ど
う
か
。

●
影
治
町
長

①
現
在
の
常
勤
医
の
状
況
は
、

日
和
佐
病
院
で
１
人
、
由
岐

病
院
で
３
人
、
阿
部
診
療
所

で
１
人
で
あ
り
、
美
波
町
全

体
で
５
人
は
確
保
で
き
て
い

る
。
研
修
医
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
専
門
医
の
配
置

や
指
導
す
る
時
間
等
を
と
る

必
要
が
あ
り
、
現
在
の
医
師

数
で
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

②
現
段
階
で
は
、
未
定
。

③
現
在
は
内
部
で
の
検
討
の
み

だ
が
、
遅
く
と
も
平
成
26
年

度
前
半
に
は
検
討
に
取
り
か

か
り
た
い
。

3
防
災
意
識
向
上
、
啓
発

の
た
め
の
課
題
解
決
に

向
け
て

啓
発
の
重
要
な
ツ
ー
ル
は

口
コ
ミ
で
あ
る
と
認
識
し
、

講
演
会
、
講
習
会
の
充
実

を
図
り
、
訓
練
も
重
ね
て

い
く
。

答　　弁の
質
問
・
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
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売
電
で
な
く
電
力
確
保
を
目
的
で
町
有
資
産
の
活

用
に
努
め
る
。

答　弁 1
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に

　
町
有
財
産
の
活
用
を

寺下議員舛田　邦人 議
員

質
　
問

　
東
北
大
震
災
以
降
、
各
電
力

会
社
は
電
力
料
金
の
値
上
げ
を

し
て
い
る
。
町
民
の
家
計
も
、

そ
し
て
美
波
町
も
負
担
が
増
し

て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
が
電
気

料
金
が
今
後
下
が
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
な
い
今
、
あ
る
自
治
体

に
お
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、つ
ま
り
太
陽
光
発
電
・

風
力
発
電
等
の
建
設
や
導
入
を

進
め
て
い
る
と
聞
く
。
美
波
町

で
も
、
町
有
林
、
町
有
の
遊
休

地
ま
た
庁
舎
や
病
院
の
屋
上
、

学
校
の
屋
根
な
ど
を
利
用
し
て

の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
も
可

能
で
あ
る
と
思
う
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
自
家
用
に
賄
う
の
は
当

然
と
し
て
、
余
っ
た
電
力
を
売

る
売
電
事
業
も
町
有
財
産
の
有

効
活
用
、
ま
た
新
規
事
業
の
一

環
と
し
て
考
え
て
は
ど
う
か
。

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

役
場
本
庁
舎
も
年
間
10
％
の

増
、
金
額
に
し
て
約
60
万
円
の

電
気
料
金
の
負
担
が
増
え
て
お

り
、
町
財
政
に
も
少
な
か
ら
ず

影
響
を
与
え
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
現
在
町
有
施
設
で
太

陽
光
発
電
な
ど
の
発
電
設
備
を

設
置
し
て
い
る
の
は
日
和
佐
小

学
校
体
育
館
ま
た
日
和
佐
中
学

校
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池

を
設
置
工
事
中
で
あ
る
。
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
誘
致
事
業
の
候
補
地

と
し
て
、
恵
比
須
浜
字
田
井
の

通
称
た
く
み
の
町
有
地
を
挙
げ

て
い
る
が
、
海
岸
に
近
く
津
波

が
予
測
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

問
い
合
わ
せ
は
あ
る
も
の
の
誘

致
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
だ
。

　

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、

売
電
を
目
的
で
は
な
く
自
家
消

費
と
災
害
時
の
電
力
確
保
を
目

的
と
し
て
い
る
。
遊
休
地
や
遊

休
施
設
な
ど
も
含
め
、
町
有
資

産
の
有
効
活

用
に
つ
い
て

は
、
出
来
る

限
り
有
効
利

用
で
き
る
よ

う
に
努
め
て

い
き
た
い
。

質
　
問

　
町
有
林
や
、
遊
ん
で
い
る
町

有
地
を
有
効
活
用
す
る
な
ど
の

生
産
的
な
考
え
や
ア
イ
デ
ア
を

考
え
て
み
る
の
は
大
事
な
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

●
影
治
町
長

　

有
効
利
用
に
つ
い
て
は
、
今

後
対
応
し
て
い
き
た
い
。

大
浜
海
岸
の
光
環
境
を
整
備
す
る
。

答　弁 2
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
の
対
策
は

質
　
問

　
去
る
11
月
27
日
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
来
町
さ
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
研

究
者
の
ブ
レ
ア
ー
・
ウ
ェ
ザ
リ

ン
ト
ン
博
士
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
保

護
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
、

そ
の
対
策
を
話
し
合
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
ど
の
よ
う
な

指
摘
・
提
言
を
さ
れ
ま
た
そ
の

指
摘
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

●
鶴
木
社
会
教
育
課
長

　

博
士
か
ら
は
、
白
い
光
の
蛍

光
灯
や
水
銀
灯
の
明
か
り
は
、

ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
に
影
響
が
あ

る
が
、
白
色
光
で
あ
る
蛍
光
灯

や
水
銀
灯
を
オ
レ
ン
ジ
色
の
低

圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
光
や
ウ
ミ
ガ
メ

に
影
響
の
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
に

変
更
す
る
こ
と
で
改
善
で
き
る

と
の
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

　

貴
重
な
提
言
を
参
考
に
し
、

民
間
施
設
や
関
係
機
関
と
協
議

を
行
い
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
影
響
を

及
ぼ
す
光
環
境
の
改
善
等
、
大

浜
海
岸
の
環
境
整
備
に
努
め
て

い
き
た
い
。

ウミガメ保護の意見交換会
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寺下議員北山　朝彦 議
員

質
　
問

　
10
月
31
日
開
催
の
第
１
回

「
美
波
町
産
業
関
連
施
策
検
討

懇
談
会
」
で
、
出
席
の
各
５
団

体
の
報
告
内
容
と
意
見
交
換
で

の
意
見
を
説
明
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
今
後
「
現
状
と
課
題
を
掘

り
下
げ
て
聞
く
」
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
課
題
と
問
題
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
の
か
。

●
小
坂
産
業
振
興
課
長

　

各
種
団
体
の
報
告
内
容
・
意

見
交
換
の
内
容
は
、「
様
々
な

面
で
厳
し
い
、
特
効
薬
も
な
く
、

困
っ
て
い
る
。」
等
に
終
始
し

た
状
況
で
あ
り
、
今
後
は
総
会

等
の
資
料
を
基
に
考
え
て
い
く
。

ま
だ
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り

で
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
示

す
こ
と
が
出
来
な
い
。

質
　
問

　
今
後
、
厳
し
い
現
状
を
打
開

す
る
た
め
具
体
的
課
題
・
問
題

点
を
探
る
と
思
う
が
、
事
務
レ

ベ
ル
等
現
場
の
声
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
、
如
何
に
対
処
す
る
か

対
策
の
糸
口
を
見
出
し
て
行
く

作
業
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

●
小
坂
産
業
振
興
課
長

　

漁
業
に
例
を
と
る
と
、
上
灘

漁
業
振
興
会
等
が
あ
り
事
務
方

も
同
席
し
課
題
を
探
る
場
が
あ

る
の
で
、
懇
談
会
が
事
務
レ
ベ

ル
の
段
階
ま
で
踏
み
込
む
の
は

難
し
い
、
関
係
職
員
も
も
っ
と

勉
強
し
な
い
と
個
別
具
体
的
問

題
に
踏
み
込
め
る
状
況
に
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。

質
　
問

　
こ
の
施
策
は
一
次
産
業
に

と
っ
て
闇
夜
に
光
明
を
見
る
よ

う
な
施
策
。
是
非
、今
ま
で
の

枠
に
捉
わ
れ
ず
成
功
さ
せ
町
活

性
化
の
突
破
口
に
し
て
貰
い
た

い
。

　
最
後
に
町
長
の
決
意
を
伺
い

た
い
。

●
影
治
町
長

　
「
地
場
産
業
が
元
気
に
な
ら

な
い
と
町
の
元
気
は
な
い
」
と

認
識
し
、
そ
の
危
機
感
が
「
懇

談
会
」
を
作
ら
し
た
。
細
か
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
な
い
が
、
月

一
回
会
合
し
一
つ
ず
つ
課
題
を

分
析
解
明
の
作
業
を
し
て
い
く
。

議
員
提
案
の
事
務
レ
ベ
ル
の
取

り
上
げ
は
、
現
場
の
人
の
出
席

を
求
め
意
見
を
聞
く
こ
と
も
十

分
考
え
ら
れ
る
。
懇
談
会
は

し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

地
場
産
業
の
危
機
感
が
、
こ
の
懇
談
会
を
作
ら
せ

た
の
で
、
し
っ
か
り
と
や
り
た
い
。

答　弁 1
美
波
町
産
業
関
連
施
策
懇
談
会
は
、
町
活
性
化

の
突
破
口
に
な
る
と
思
う
が
、
町
長
の
決
意
は

質
　
問

　
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
、
身

近
な
教
育
委
員
会
、
地
域
に
根

ざ
し
た
教
育
委
員
会
で
あ
る
た

め
に
は
、
定
例
会
の
傍
聴
者
が

多
く
会
議
録
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
。
傍
聴
者
を
増
や
す
た
め
、

2
定
例
会
の
周
知
と
会
議
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
及
び「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」へ

の
対
応
は

周
知
は
、
今
ま
で
通
り
と
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
は
教
育
委
員
と
協
議
す
る
。
い
じ
め
は
基
本
方

針
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

答　弁

周
知
の
手
段
を
増
や
す
べ
き
と

思
わ
な
い
か
。
ま
た
、
会
議
録

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

　
県
教
育
委
員
会
よ
り
、
各
校

で
「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

を
年
度
内
に
作
成
す
る
通
知
が

あ
っ
た
が
、
町
教
育
委
員
会
は

ど
ん
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の

か
。

●
海
司
教
育
次
長

　

定
例
会
の
周
知
は
「
広
報
み

な
み
」
と
掲
示
板
に
告
示
を

行
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
時
期
は
言
え
な
い
が
、
次

回
以
降
の
定
例
会
で
決
め
た
い
。

●
寺
内
教
育
長

　

い
じ
め
防
止
の
対
策
は
「
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
「
基
本
的
施
策

の
項
目
」
を
踏
ま
え
て
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
。

質
　
問

　
定
例
会
周
知
は
教
育
委
員
会

の
姿
勢
と
し
て
、
傍
聴
し
て
貰

い
た
い
の
か
、
そ
う
で
な
い
の

か
の
問
題
に
な
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

●
寺
内
教
育
長

　

周
知
は
大
き
く
支
障
が
な
け

れ
ば
、
今
ま
で
通
り
と
考
え
て

い
る
。

（
教
育
問
題
の
再
質
問
は
省
略
）
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寺下議員永本善次郎 議
員

質
　
問

　
30
年
以
内
に
60
％
か
ら
70
％

の
確
率
で
起
き
る
南
海
ト
ラ
フ

３
連
動
地
震
、
大
津
波
発
災
時

に
自
主
避
難
が
で
き
な
い
高
齢

者
・
身
体
障
が
い
者
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
災
害
弱
者
の
命
を
救
う

た
め
に
高
台
に
集
団
で
、
又
は

家
族
と
共
に
生
活
で
き
る
住
宅

施
設
、
福
祉
避
難
所
の
建
設
が

最
優
先
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
が
、

対
策
の
進
捗
状
況
を
示
し
て
も

ら
い
た
い
。
高
知
県
で
は
先
般
、

県
当
局
と
関
係
市
町
村
が
連
携

の
も
と
、
こ
の
福
祉
避
難
所
建

設
計
画
に
着
手
し
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
本
町
で
は
早
急
に
取

り
組
む
意
思
は
な
い
の
か
。

質
　
問

　
消
防
車
は
防
災
活
動
全
般
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
装

備
で
あ
る
。
浸
水
区
域
の
消
防

詰
所
を
高
台
で
交
通
利
便
性
の

良
い
場
所
へ
早
急
に
移
転
す
る

●
影
治
町
長

　

災
害
弱
者
を
安
全
な
高
台
に

移
転
へ
と
い
う
考
え
は
議
員
の

考
え
と
同
じ
で
あ
る
。
後
は
そ

の
手
法
に
つ
い
て
、
財
源
の
問

題
、
優
先
順
位
も
考
え
な
が
ら
、

現
在
は
巨
大
津
波
対
策
と
し
て
、

町
立
病
院
の
再
編
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
先
般
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
提
言
の
あ
っ
た
南
海

ト
ラ
フ
地
震
対
策
特
別
措
置
法

の
精
査
に
つ
い
て
は
、
今
月
国

へ
そ
の
内
容
説
明
を
聞
き
に
行

く
。
避
難
困
難
者
を
ど
の
よ
う

に
処
遇
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

介
護
つ
き
住
宅
、
家
族
と
同
居

で
き
る
住
宅
、
沿
岸
部
に
住
み

な
が
ら
敷
地
を
嵩
上
げ
す
る
方

法
、
避
難
場
所
を
併
設
す
る
方

法
等
、
現
在
最
善
の
方
策
を
検

討
し
て
い
る
。
そ
う
遠
く
は
な

い
時
期
に
議
会
に
提
案
し
、
説

明
し
た
い
。

木岐分団詰所（海抜４m）

役場庁舎横の分団詰所（海抜３m）

災
害
弱
者
の
救
難
は
本
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

最
善
策
を
近
く
提
案
す
る
。

答　弁 1
福
祉
避
難
所
の
建
設
を
急
げ

高
台
移
転
を
考
え
て
い
く
。

答　弁 2
消
防
車
を
浸
水
さ
せ
る
なべ

き
で
は
な
い
か
。

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

　

本
町
の
消
防
詰
所
は
16
カ

所
、
そ
の
内
13
カ
所
が
浸
水
区

域
に
あ
る
。
移
転
の
重
要
性
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。
古
く
耐

震
性
の
な
い
も
の
か
ら
順
次
、

消
防
団
と
協
議
の
上
、
高
台
移

転
を
進
め
て
行
く
。
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◆ 各議員の出欠状況（平成25年９月定例会後から12月定例会） ◆
出席…○　欠席…╳　委員外出席…△　委員外…－

議　員　名

日付・会議等

中
川　
尚
毅

江
本　
　
昇

影
山　
美
雄

川
尻　
竹
藏

永
本
善
次
郎

丸
龍　
孝
敏

北
山　
朝
彦

向
山　
篤
宏

岩
瀬　
　
公

坂
口　
　
進

寺
下　
博
子

新
開　
悦
博

舛
田　
邦
人

松
本　
晋
児

９月24日 議会広報特別委員会 ○ － － － ○ － ○ ○ － － － ○ － －
30日〜

10月  1日 議会広報研修会（東京都） ○ － － － ○ － ○ ○ － － － ○ － －

10月  4日 議会広報特別委員会 ○ － － － ○ － ○ ○ － － － ○ － －
10月11日 議会広報特別委員会 ○ － － － ○ － ○ ○ － － － ○ － －

16日 議会広報特別委員会 ○ － － － ○ － ○ ○ － － － ○ － －
　　21日 議会広報特別委員会 ○ － － － ○ － ○ ○ － － － ○ － －
　　28日 議会広報特別委員会 ○ － － － ○ － ○ ○ － － － ○ － －
11月  5日

6日 四国地区町村議会研修会 ○ ○ ○ ○

16日 総務産業建設委員会　大豊町視察 ○ ○ － ○ ○ － － － ○ － － △ ○ ○
29日 議会運営委員会 △ ○ － ○ △ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ △ △

　　29日 病院事業特別委員会 － ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ ○
12月  3日 議会運営委員会 △ ○ △ △ － ○ ○ ○ △ － ○ ○ ○ △

3日 防災対策特別委員会 － △ ○ ○ △ △ △ ○ － △ ○ ○ ○ －
9日 12月定例会提案理由の説明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12日 一般質問 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12日 総務産業建設委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13日 議案審議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみ掲載しています。

議
長
の
主
な

活
動
状
況

（
平
成
25
年
９
月
定
例
会
後
か
ら

12
月
定
例
会
ま
で
）

◆
９
月
24
日

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会

◆
10
月
18
日

県
議
会
海
部
地
区
の

議
員
定
数
２
の
堅
持
を
陳
情

◆
10
月
15
日

福
岡
県
那
珂
川
町
議
会
来
町

副
議
長
・
防
災
委
員
長
対
応

◆
11
月
13
日

第
57
回
議
長
大
会
（
東
京
都
）

◆
11
月
14
・
15
日

町
村
議
長
会
研
修
（
徳
島
県
）　

◆
11
月
28
日

鳥
取
県
知
頭
町
議
会
来
町

副
議
長
対
応

◆
11
月
29
日

海
部
・
安
芸
議
長
連
合
会
が
徳
島
県

知
事
・
議
長
に
地
域
高
規
格
道
路
早

期
完
成
、
国
道
55
号
整
備
促
進
の
要

望
活
動
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総務産業建設委員会　ジビエ事業についての視察

　11 月 17 日に、高知県大豊町第２回四国
ジビエグルメフェスタが開催されました。美
波町議会の議員８人、美波町捕獲鳥獣活用協
議会から２人、美波町産業振興課の関係職員
が５人参加しました。
　会場の「ゆとりすとパークおおとよ」は標
高 800 ｍくらいの山上にあり、霧の中を登
ると巨大な風車が２基立っておりました。
10 時には霧が晴れて、視界が開け真っ白の
雲海が現れました。
　講演は、『未来に繋げる四国のシカビジネ
ス』『高知県のよさいこジビエの取組み』『ジ
ビエの魅力でおもてなし』でジビエビジネスの現状と未来への取組み、高知県の鳥獣による被害の実
態と対策、ジビエの取組みなどについて３時間お話を聞きました。
　会場広場は、シカ・イノシシ等のジビエ料理や加工品をならべ、大勢の人が列をなしていました。
各自見学と昼食を兼ねて試食しました。
　会場を出た後、講演会担当者の好意によってイノシシの解体施設も見学させていただきました。施
設を見て設備について説明を受けていたところに、ちょうどイノシシが運びこまれて来たので、幸運
にも実際の処理作業の一部を見学することができました。
　捕獲鳥獣の活用については、ジビエ料理の味、需要・供給、広報、解体処理施設のありかた、残滓
（残りかす）の処理方法を含めていろいろな問題点や課題があげられ、本町の対策の参考になりました。

有害鳥獣（シカ）の有効活用は可能か

　平成 25年 11 月 29 日に「各委員会の開催を放送設備を使い周知をする」ことを議題に議会
運営委員会で審議をした。

◆審議での意見
○放送で周知する必要はない。
○放送設備を使わずにホームページで周知をする。
○まずホームページとケーブルテレビで周知をし、住民の要望があれば町内放送でする。
○委員会は公開が原則なので、放送設備を使った周知等できるだけ多くの手立てを講じる。

◆採決の結果
　各委員会の開催について、放送設備などで住民に周知はしないことに決定した。

議会運営委員会の報告
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南海トラフ大地震の
痕跡を求めて

　室戸ジオパークの柴田博士が 2005 年に発見した（世界で４例目）、約７千万年前にできた
南阿波断層を確認するため、南阿波サンライン第３展望台下の海岸へ降りた。

　右上の写真は、南阿波サンライン下の水落海岸にあり、メランジュ（混成岩相）と呼ばれ、
赤色や緑色の岩石が混ざって美しいモザイク模様をつくっている。
　このメランジュは、プレートの移動により削られた岩石が溶けて固まった岩相で、強い圧力
と熱が加わってできたと考えられる。

　左の写真は、私が平成元年に明丸海岸の赤
バエで発見した枕状溶岩である。枕を積み重
ねたようなかたちに見えるため、この名前が
ついた。また、赤みがかった色も特長である。
　これはフィリピン付近の海底火山から噴出
した溶岩が、海底で冷えてできたもので、１
年間に４㎝の速さでプレートにのって明丸海
岸に移動したものである。

　左の写真は、南海トラフで発生した大地震
に伴ってできた断層で、断層の左側は、泥岩
と砂岩の互層で、泥岩が多く黒っぽく見える
のに対して、右側の互層は砂岩が多く白っぽ
く見える。また、中央の断層面に沿って摩擦
熱によってできたシュードタキライトという
黒い物質が見られる。
　これは、地下数千ｍの深い所でできた断層
で、その一部が地上に露出したものである。

張野　晴伸

表紙の
関連記事
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　私たち議会広報委員は、「手に取り・見て・読んでもらえる

議会広報」「住民から必要とされる議会広報」になるよう編集

委員会で常に話し合っています。そこで、今回多くの住民から

意見を聞かせていただくということで、私たちが出張し意見交

換会を開催したいと思いますのでよろしくお願いします。

①各種団体で８人以上。住民グループで８人以上。
②日時・開催場所については相談して決定します。

①掲載写真（表紙等の写真）・撮影場所
②「議会への一言」・「傍聴者の声」等を 400 字以内。
③住所・氏名は掲載します。
※掲載についての判断は、議会広報特別委員会で行います。

お問い合わせ・投稿される方は、議会事務局　☎ 77 － 3630
E-mail：gikai@town.minami.lg.jp までご連絡下さい。

住民の皆さんの 応 募ご をお願いします！

皆さん、
意見交換会に
参加して下さい！

議会広報についての 意 見ご を下さい！

　

議
会
だ
よ
り
を
見
る
と
、

議
員
の
質
問
に
対
し
ほ
と
ん

ど
の
担
当
課
長
が
「
検
討
し

た
い
」
の
繰
返
し
で
、
こ
の

様
に
計
画
し
何
日
ま
で
に
や

り
ま
す
等
の
返
答
が
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
こ
ん
な
答
で
、
高

齢
者
問
題
等
山
積
す
る
町
政

問
題
の
解
決
や
進
歩
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
避
難
タ
ワ

ー
等
本
町
で
も
町
外
の
真
似

し
と
け
ば
防
災
対
策
や
っ
て

い
る
と
言
え
る
か
の
よ
う
に

設
置
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢

者
は
事
に
当
た
り
使
用
で
き

な
い
と
思
う
し
、
将
来
、
無

用
の
長
物
と
な
り
は
し
な
い

か
危
惧
し
ま
す
。

　

ま
た
、
由
岐
公
民
館
が
、

県
博
物
館
と
共
催
で
九
州
五

島
行
（
以
西
底
曵
網
漁
業
）

関
係
の
写
真
展
を
開
催
し
、

町
長
、
教
育
長
に
も
ご
案
内

し
ま
し
た
が
、
開
催
中
（
十

一
日
間
）
一
度
も
お
見
え
に

な
ら
な
か
っ
た
。
九
州
漁
場

開
拓
と
い
う
漁
業
関
係
者
の

功
績
の
陰
に
は
、
阿
部
か
ら

日
和
佐
ま
で
多
く
の
犠
牲
者

が
出
て
お
り
ま
す
。
今
の
町

は
こ
の
よ
う
な
先
人
の
功
績

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
事

を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
ご
来
場
頂
け
な
か
っ

た
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。

一
老
人
の
ひ
と
言

美
波
町
志
和
岐
　

森

本

繁

春
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印刷／米崎印刷株式会社　TEL（0884）22−2247

● 議会広報特別委員会 ● （お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630へ）
委員長：北山　朝彦　　　副委員長：永本善次郎　　　委　員：新開　悦博・向山　篤宏・中川　尚毅

　昨年は、2020 年開催の東京オリンピック・パラリンピック招致決定、

富士山の世界自然遺産登録、アベノミクス効果、尖閣問題に端を発した

中国の防空識別圏の設定、また安倍首相の突然の靖国神社参拝など、良

くも悪くもまことにめまぐるしい１年でありました。今年は午の年、大

いに跳ねてウマクやりたいものであります。ご愛読に感謝し、皆さまの

ご多幸をお祈りいたします。  （永本善次郎）

頑張る人!!
地域の魅力を掘り起こせ地域の魅力を掘り起こせ

ジ ン

阿部地区の防災対策を説明する瀬戸さん
瀬戸　興宣（72才） 阿部自主防災会事務局長

コラム

　南海トラフ大地震の津波対応に大活躍中。阿部地区の津波対策は「ご近所防災」に始まり、

「マイ避難路」そして、テレビとＩＴをつないだ「ジョインタウン徳島」の実証実験事業など、

阿部の地名を全国に知らしめた。


